
三
〇

巡
見
使
の
派
遣
を
め
ぐ
っ
て

播

磨

定

男

は
じ
め
に

 
江
戸
幕
府
は
自
己
の
直
轄
領
た
る
天
領
の
み
な
ら
ず
諸
国
大

名
領
に
対
し
て
も
、
そ
の
治
績
を
視
察
せ
し
め
る
た
あ
に
国
目

付
と
並
ん
で
諸
国
巡
見
使
を
派
遣
し
て
い
る
が
、
か
＼
る
幕
府

の
監
察
制
度
が
幕
藩
体
制
の
確
立
を
考
え
る
上
に
重
要
な
意
味

・
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
先
学
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
、
最
近
は
と
く
に
こ
の
分
野
に
対
す
る
研
究
が
盛

ん
で
あ
る
ω
。

 
江
戸
時
代
二
六
〇
余
年
間
に
お
け
る
巡
見
使
派
遣
の
事
実
列

挙
か
ら
始
ま
っ
て
、
最
近
は
こ
れ
の
制
度
的
な
確
立
、
各
時
代

の
幕
政
と
の
関
連
、
或
は
大
名
貸
側
の
史
料
紹
介
等
、
巡
見
使

研
究
は
広
範
囲
に
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
巡
見
使
と
一
ロ
に
言

っ
て
も
前
述
の
諸
国
公
私
領
を
対
象
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
諸
国

巡
見
使
も
あ
れ
ば
、
公
領
つ
ま
り
幕
府
直
轄
領
の
み
に
派
遣
さ

た
公
領
巡
見
使
も
あ
り
ω
、
し
か
も
こ
れ
ら
が
後
述
の
如
く
幕

初
以
来
継
続
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら

を
一
義
的
に
理
解
す
る
こ
と
は
到
底
無
理
な
こ
と
で
あ
り
、
各

時
代
毎
の
個
別
的
な
意
義
を
捨
象
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

 
従
っ
て
巡
見
使
派
遣
の
問
題
は
そ
の
時
々
の
派
遣
の
目
的
と

結
果
に
よ
る
分
析
を
通
じ
て
詳
細
に
検
討
さ
れ
、
こ
れ
を
幕
府

政
治
と
の
関
連
の
上
に
意
味
ず
け
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
分

野
に
対
す
る
研
究
は
未
だ
不
十
分
で
あ
り
、
更
に
諸
国
巡
見
使

の
最
初
の
派
遣
は
果
し
て
い
つ
な
さ
れ
た
か
、
こ
の
歴
史
的
時
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第4号

点
の
決
定
に
関
し
て
如
上
の
観
点
か
ら
検
討
の
加
え
ら
れ
た
先

学
の
業
績
を
未
だ
明
い
出
し
得
な
い
。

 
本
稿
に
お
い
て
は
先
ず
こ
の
最
初
の
派
遣
の
問
題
を
、
こ
れ

に
先
行
す
る
国
目
付
及
び
公
領
巡
見
使
と
の
関
連
か
ら
明
ら
か

に
し
、
続
け
て
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
を
必
然
化
せ
し
め
た
当
時

の
幕
府
政
治
の
権
力
的
側
面
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ

の
制
度
の
も
つ
原
初
的
な
意
味
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

註ω
 
板
沢
武
雄
「
諸
国
巡
見
使
と
そ
の
実
際
」
 
（
『
日
本
歴
史
』
一

 
六
三
号
）
、
滝
沢
武
雄
「
巡
見
使
の
制
度
に
つ
い
て
」
 
（
『
史

 
観
』
六
五
、
六
六
、
六
七
合
冊
）
、
山
崎
真
一
郎
「
江
戸
幕
府
の

 
巡
見
使
に
つ
い
て
」
 
（
『
滝
川
博
士
還
暦
記
念
論
文
集
」
二
日
本

 
三
三
）
、
馬
場
憲
一
「
諸
国
巡
見
使
制
度
に
つ
い
て
」
 
（
『
法
政

 
史
学
』
二
四
号
）
、
多
仁
照
広
「
江
戸
幕
府
諸
国
巡
見
使
の
監
察

 
報
告
」
 
（
『
日
本
歴
史
』
三
一
四
号
）

②
 
史
料
の
上
で
は
「
各
国
巡
使
」
「
半
国
の
御
使
」
な
ど
と
あ

 
り
、
巡
見
使
と
い
う
言
葉
の
初
見
は
『
実
紀
」
の
寛
文
七
年
八
月

 
廿
一
日
条
の
「
五
畿
巡
見
使
」
で
あ
る
。
従
っ
て
諸
国
巡
見
使
や

 
公
領
巡
見
使
の
名
前
は
派
遣
対
象
か
ら
便
宜
的
に
つ
け
た
も
の
で

 
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
ら
は
実
態
の
側
面
か
ら
も
区
別
し
て
使
用

さ
る
べ
き
で
あ
る
。

一、

ｳ
和
元
年
創
設
説
の
批
判

 
管
見
に
依
れ
ば
、
巡
見
使
の
最
初
の
派
遣
に
つ
い
て
最
も
早

く
実
証
的
見
解
を
示
さ
れ
た
の
は
滝
沢
武
雄
氏
ω
で
あ
る
。

 
氏
は
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
巡
見
使
制
度
が
幕
府
の
大
名
統

制
上
参
勤
交
代
等
と
並
ん
で
重
要
性
を
も
っ
て
い
た
に
も
拘
ら

ず
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
が
こ
れ
を
等
閑
に
附
し
て
き
た
こ
と
に

遺
憾
の
意
を
表
わ
す
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
こ
の
制
度
に
つ
い

て
解
説
し
た
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
 
（
河
出
版
）
の
当
該
箇
所

を
引
用
し
、
こ
れ
が
「
時
の
経
過
に
伴
う
変
化
の
有
無
」
を
全

く
閑
却
し
た
「
通
説
」
に
過
ぎ
な
い
と
し
、
そ
の
直
前
に
発
表

さ
れ
た
板
沢
武
雄
氏
の
論
文
を
も
『
実
紀
』
（
『
徳
川
実
紀
』
、

以
下
『
実
紀
』
と
略
記
す
る
）
等
に
よ
っ
て
巡
見
使
の
任
務
を

具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
点
に
ユ
ニ
ー
ク
な
面
の
あ
っ
た
こ
と
を

認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
利
用
の
点
に
お
い
て
粗
雑
さ
が
あ
り
、

こ
れ
以
外
の
史
料
の
活
用
が
不
十
分
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
た
。

 
か
か
る
前
提
の
上
に
展
開
さ
れ
た
滝
沢
氏
の
研
究
は
、
巡
見

使
の
派
遣
の
時
期
、
派
遣
先
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
誰
も
が
と
り
上
げ
な
か
っ
た
関
連
史
料
を
引
用
し
こ
の
分
野
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巡見使の派遣をめぐって

に
対
し
て
創
始
的
な
業
績
を
遣
さ
れ
た
が
、
論
旨
の
中
心
は
辞

典
類
に
記
さ
れ
た
通
説
の
批
判
に
あ
り
、
氏
が
最
後
に
掲
げ
た

巡
見
使
派
遣
一
覧
表
の
引
用
事
項
に
は
巡
見
使
と
は
異
質
な
大

目
付
等
に
よ
る
論
題
点
検
・
検
察
の
如
き
も
の
も
含
ま
れ
、
精

密
さ
の
点
に
お
い
て
不
十
分
さ
を
免
れ
な
い
。

 
今
こ
＼
で
問
題
に
す
る
の
は
最
初
の
派
遣
で
あ
る
か
ら
こ
の

点
に
つ
い
て
滝
沢
氏
を
は
じ
め
こ
れ
ま
で
の
見
解
を
一
瞥
す
る

と
、
板
沢
氏
が
三
代
家
光
の
寛
永
十
二
年
説
を
と
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
滝
沢
氏
は
二
代
秀
忠
の
元
和
元
年
を
も
っ
て
「
最
も

早
い
記
録
」
と
し
こ
れ
を
こ
の
制
度
の
創
始
と
し
て
お
り
、
そ

の
後
発
表
さ
れ
た
山
崎
真
一
郎
氏
㈹
も
滝
沢
氏
と
同
様
で
あ

り
、
最
近
の
馬
場
憲
一
氏
ω
は
寛
永
十
年
を
諸
国
巡
見
使
の
第

一
回
目
の
派
遣
と
し
て
い
る
。

 
以
上
先
学
四
氏
の
う
ち
板
沢
、
馬
場
の
両
氏
は
そ
の
事
実
を

た
だ
列
挙
す
る
の
み
で
、
こ
れ
を
設
定
す
る
に
際
し
そ
れ
以
前

の
関
係
史
実
と
の
関
連
、
或
は
こ
れ
に
関
説
し
た
先
学
の
研
究

に
何
等
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
が
、
滝
沢
・
山
崎
の
両
氏
は
そ

の
根
拠
が
元
和
元
年
十
一
月
廿
九
日
付
の
『
実
紀
」
の
記
事
と

『
古
事
類
苑
』
所
収
の
『
東
職
記
聞
』
引
用
の
「
元
寛
日
記
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
二

に
あ
る
こ
と
を
明
記
し
、
こ
れ
を
本
文
に
掲
げ
て
巡
見
使
派
遣

の
所
以
た
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

 
従
っ
て
こ
＼
で
は
先
ず
こ
の
両
氏
が
立
論
の
根
拠
と
さ
れ
た

二
つ
の
史
料
か
ら
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

 
『
東
職
記
聞
』
に
は
ω
、

 
 
 
元
寛
日
記
日
、
元
和
元
年
十
一
月
、
両
将
軍
家
命
日
、
自
今
以

 
 
 
後
、
可
レ
使
下
目
三
叉
三
二
年
一
巡
二
諸
州
一
而
監
中
察
諸
侯
之
政

 
 
 
道
上
也
、
有
司
奉
レ
命
、
則
遣
二
豊
島
主
膳
、
永
田
庄
左
衛
門
等

 
 
 
奥
州
会
津
一
、
詔
令
レ
監
二
蒲
生
飛
騨
守
封
中
之
政
一
也
諸
州
亦

 
 
 
如
・
此
也
、
如
二
今
世
一
、
則
当
職
毎
三
二
年
一
無
下
巡
二
諸
州
一

 
 
 
之
事
上
也

と
あ
り
、
即
ち
、
幕
府
は
元
和
元
年
十
一
月
を
起
点
と
し
て
諸

国
大
名
の
政
道
を
監
察
さ
せ
る
た
め
に
、
目
付
を
三
年
に
一
度

派
遣
す
る
こ
と
、
先
ず
そ
の
最
初
と
し
て
会
津
の
蒲
生
氏
の
監

使
と
し
て
曲
豆
島
、
永
田
の
二
人
を
遣
わ
す
と
い
う
の
で
あ
る
。

 
一
方
、
 
『
実
紀
』
も
元
和
元
年
十
一
月
廿
九
日
置
条
㈲
に
、

 
 
両
御
所
今
よ
り
の
ち
三
年
に
一
度
、
各
国
へ
監
使
を
つ
か

 
 
は
さ
る
べ
し
と
仰
出
さ
れ
、
先
会
津
の
監
使
に
は
永
田
庄

 
 
左
衛
門
某
、
豊
島
主
膳
信
満
点
を
命
ぜ
ら
る
。
彼
の
所
在

 
 
留
の
間
は
其
他
に
て
采
邑
を
賜
は
り
、
家
宅
は
領
主
よ
り

lll



第4号

 
 
い
と
な
ま
し
め
ら
れ
、
其
国
々
政
治
の
得
失
、
民
間
の
利

 
 
害
を
糺
明
し
、
訴
状
を
さ
＼
ぐ
る
も
の
あ
ら
ん
に
は
、
受

 
 
著
し
て
注
進
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
る
。

と
記
し
、
こ
の
と
き
の
監
置
が
、
任
地
に
お
い
て
高
地
と
家
宅

を
賜
わ
り
、
大
名
領
主
の
得
失
を
糺
明
す
る
と
と
も
に
、
訴
状

あ
ら
ば
こ
れ
を
受
理
す
る
こ
と
な
ど
任
務
の
具
体
的
内
容
を
知

ら
せ
て
い
る
。

 
『
実
紀
』
の
編
者
は
こ
れ
を
も
っ
て
「
巡
見
使
諸
訳
」
と
頭

注
し
、
前
述
の
滝
沢
・
山
崎
の
両
氏
も
こ
れ
を
支
持
し
て
い
る

が
、
こ
れ
が
巡
見
使
と
異
な
る
こ
と
は
次
の
如
き
理
由
に
よ

る
。 

先
ず
そ
の
第
一
は
こ
の
時
の
豊
島
・
永
田
の
二
人
は
特
定
の

大
名
の
藩
政
を
監
寵
す
る
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
監
使
で
あ
っ

て
、
後
述
の
如
く
全
国
の
公
私
領
を
派
遣
地
域
毎
に
区
分
し
て

一
定
期
間
（
長
く
て
も
一
年
間
位
）
に
巡
視
し
た
巡
見
使
と
は

区
別
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
寧
ろ
こ
の
頃
に
派
遣

例
を
も
つ
国
目
付
と
し
て
備
え
る
方
が
よ
り
史
実
に
則
し
て
い

る
と
考
え
る
。

 
即
ち
、
前
の
会
津
藩
の
監
使
は
、
こ
の
翌
二
年
三
月
置
同
駅

内
の
家
臣
間
の
紛
争
を
家
康
が
病
中
に
も
拘
ら
ず
親
裁
し
て
い

る
ω
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
藩
内
の
内
訂
を
予
め
察
知
す
る
た
め

に
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
永
田
某
は
不
詳
だ
が
豊
島

信
満
は
同
三
年
一
月
に
目
付
に
昇
進
し
・
て
備
中
国
の
知
行
割
を

命
ぜ
ら
れ
て
お
り
㈲
、
彼
等
の
会
津
で
の
在
任
期
聞
は
家
康
親

裁
へ
の
情
報
提
供
を
任
務
と
し
た
三
、
四
カ
月
位
の
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
。

 
こ
の
頃
幕
府
は
諸
大
名
の
改
易
・
転
封
に
よ
る
領
地
公
収
の

際
、
或
は
幼
少
大
名
に
代
る
国
政
の
監
使
と
し
て
大
名
や
将
軍

側
近
の
幕
吏
を
現
地
に
派
遣
し
て
い
る
が
ω
、
こ
れ
ら
以
外
に

も
右
の
会
津
監
使
の
如
き
例
は
元
和
元
年
以
前
に
存
す
る
。

 
例
え
ば
、
関
ケ
原
戦
直
後
の
慶
長
八
年
十
月
土
屋
市
之
蒸
勝

正
と
岡
野
平
兵
衛
春
思
の
二
入
を
近
江
国
巡
視
に
派
遣
し
て
い

る
ω
。

 
相
手
側
の
事
情
は
不
明
で
あ
る
が
、
土
屋
勝
正
は
寛
永
十
年

八
月
に
使
番
か
ら
目
付
に
な
っ
て
お
り
、
岡
野
房
事
も
同
元
年

八
月
に
先
手
鉄
砲
頭
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
か
ら
前
の
会
津

に
遣
わ
さ
れ
た
豊
島
信
満
と
同
様
の
地
位
に
あ
り
、
彼
等
は
当

時
幕
府
が
諸
藩
に
派
遣
し
た
監
使
の
中
で
も
前
の
領
地
公
明
や

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
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巡見使の派遣をめぐって

国
政
監
視
の
上
使
と
は
区
別
し
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

ろ
う
。

 
こ
の
両
者
の
性
格
の
違
い
を
知
る
好
箇
な
例
は
こ
の
両
方
が

同
一
の
対
象
に
対
し
派
遣
さ
れ
た
肥
後
熊
本
藩
の
場
合
で
あ

る
。

 
同
点
は
加
藤
清
正
死
後
子
虎
之
助
（
忠
広
）
が
襲
溶
し
た
が
、

幼
弱
で
あ
る
と
い
う
理
由
か
ら
幕
府
は
慶
長
十
六
年
十
月
藤
堂

高
虎
を
国
政
監
使
と
し
て
目
付
二
人
を
つ
け
派
遣
し
た
ω
。

 
高
富
は
翌
十
七
年
正
月
に
帰
謁
し
て
肥
後
の
品
題
と
そ
の
報

告
を
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
基
づ
く
処
置
と
し
て
幕
府
は
同
年

六
月
、
水
股
、
宇
土
、
矢
部
の
三
城
の
破
却
を
は
じ
め
と
す
る

下
知
状
を
下
し
て
い
る
。

 
こ
れ
は
幕
府
が
藩
主
幼
少
を
口
実
と
し
て
監
使
に
有
力
大
名

を
派
遣
し
藩
内
政
に
干
渉
し
た
好
例
で
あ
る
が
、
幕
府
の
同
藩

に
対
す
る
監
視
は
こ
の
後
も
続
け
ら
れ
、
元
和
元
年
二
月
に
使

番
朝
比
奈
泰
勝
、
阿
倍
正
之
の
二
人
を
肥
後
国
目
付
と
し
て
遣

わ
し
て
い
る
㈲
。

 
彼
等
は
同
二
年
正
月
に
駿
府
の
家
康
に
拝
謁
し
て
い
る
か
ら

一
年
近
く
同
藩
に
留
ま
っ
た
が
、
そ
の
任
務
は
そ
の
後
の
熊
本

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
四

藩
の
動
向
、
殊
に
幕
府
と
大
坂
方
と
の
緊
迫
し
た
政
治
情
勢
下

で
同
藩
を
は
じ
め
と
す
る
西
国
大
名
の
帰
趨
を
監
視
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

 
幕
府
は
同
四
年
八
月
、
加
藤
家
に
起
っ
た
争
論
を
聴
断
ず
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
老
臣
席
上
に
は
先
の
目
付
朝
比
奈
、

阿
倍
の
二
人
が
列
席
し
て
お
り
、
加
藤
美
作
父
子
を
上
訴
し
た

同
工
馬
允
の
主
張
の
正
否
は
彼
等
目
付
の
現
地
で
の
監
察
に
よ

っ
て
決
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
㈲

 
こ
の
肥
後
熊
本
藩
の
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
の
元

和
元
年
十
一
月
に
会
津
藩
に
遣
わ
さ
れ
た
永
田
、
豊
島
の
二
人

は
同
じ
監
使
で
も
藤
堂
高
溶
の
よ
う
に
現
地
で
の
国
政
沙
汰
権

を
も
た
な
い
点
で
両
者
は
性
格
的
に
区
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ

と
は
同
時
に
巡
見
視
と
見
誤
ら
れ
る
結
果
を
招
来
す
る
。

 
し
か
し
彼
等
は
特
定
の
藩
内
の
動
静
を
捜
っ
て
幕
府
に
報
告

す
る
目
付
で
あ
り
、
そ
の
主
た
る
任
務
が
藩
内
の
騒
擾
や
そ
の

動
向
を
探
索
す
る
政
治
権
力
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
国
割

や
人
員
構
成
の
面
に
限
ら
ず
内
容
の
上
か
ら
も
こ
れ
を
巡
見
使

と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
従
っ
て
元
和
元
年
を
巡
見
使
の
創
設
と
す
る
限
り
、
以
後
三
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年
に
一
度
各
国
へ
監
使
を
遣
わ
す
と
い
う
前
掲
の
『
実
紀
』
所

収
の
史
料
内
容
に
相
当
す
る
史
実
は
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
っ

て
、
 
『
東
職
記
聞
』
の
引
用
末
文
の
如
く
「
如
二
今
世
一
、
則

当
職
毎
三
二
年
一
無
下
巡
二
諸
州
一
之
事
上
也
」
と
い
う
説
明
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

・
し
か
し
、
国
目
付
は
こ
の
後
も
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
大
名
統

制
上
の
役
割
を
果
し
て
お
り
、
 
「
毎
三
二
年
一
巡
二
諸
州
一
」
の

記
事
は
こ
の
面
に
お
い
て
は
じ
め
て
史
実
の
承
認
が
得
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

 
こ
れ
を
掲
げ
る
と
、
先
ず
元
和
三
年
の
順
当
条
に
渡
辺
宗
綱

・
永
井
白
元
・
牧
野
正
成
の
三
人
を
各
国
巡
視
に
派
遣
し
た
こ

と
が
見
え
て
お
り
㈲
、
同
六
年
三
月
の
出
羽
最
上
藩
へ
の
監
使

と
し
て
今
村
正
長
、
石
丸
定
政
を
派
遣
し
㈹
、
同
九
年
閏
八
月

に
は
越
前
福
井
藩
へ
阿
倍
正
之
を
派
遣
す
る
な
ど
の
事
実
が
散

見
す
る
の
で
あ
る
⑯
。

 
彼
等
は
い
ず
れ
も
石
高
一
、
二
千
石
の
使
番
で
あ
り
㊥
、
阿

倍
は
前
の
肥
後
国
目
付
と
し
て
既
に
経
験
済
み
で
あ
る
が
今

村
、
石
丸
、
渡
辺
の
三
人
は
こ
の
と
き
使
番
か
ら
目
付
に
抜
擢

さ
れ
て
の
派
遣
で
あ
っ
た
。

註ω
 
滝
沢
氏
、
前
掲
論
文
。

②
 
板
沢
氏
、
前
掲
論
文
。

③
 
山
崎
氏
、
前
掲
論
文
。

㈲
 
馬
場
氏
、
前
掲
論
文
。

⑤
 
 
『
古
事
類
苑
』
政
治
部
三
、
三
六
九
頁
。

㈲
 
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
七
五

 
頁
）
。

6り

@
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
八
九

 
頁
）
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
O

㈹
 
『
二
三
院
殿
御
実
紀
』
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
一
一
九
頁
）

働
善
積
美
恵
子
「
江
戸
幕
府
の
監
察
制
度
」
（
『
日
本
歴
史
』

 
二
四
四
号
）
。

α◎

@
 
『
東
照
宮
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
九
四

 
頁
）
。

qD
@
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
五
六

 
三
頁
）
。

㈱
 
 
 
『
ム
ロ
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
 
五

 
頁
）
。

⑱
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
」
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
「
五

 
四
頁
）
。

qの

@
『
一
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
．
第
三
十
九
巻
、
一
四

 
三
頁
）
。
 
≧

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
五
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巡見使の派遣をめぐって

㈲
 
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、

 
九
頁
）
。

㈲
 
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
」
第
三
十
九
巻
、

 
四
頁
）
。

㈲
 
 
『
新
訂
寛
政
青
物
諸
家
譜
』
第
八
、
 
一
一
二
月
置

二
、
諸
国
巡
見
使
の
初
見
と
そ
の
派
遣
目
的

一
八

三
〇

 
元
和
元
年
を
巡
見
使
の
創
設
と
す
る
従
来
の
考
え
方
は
以
上

の
如
く
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
然
ら
ば
巡
見
使
の
派
遣

は
一
体
い
つ
頃
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
『
実
紀
』
に
よ
る
と
寛
永
十
年
正
月
六
日
の
条
ω
に
「
此
三

富
国
巡
諸
等
に
毎
国
を
落
命
せ
ら
る
」
と
記
し
、
続
け
て
溝
口

伊
豆
守
善
勝
以
下
十
八
名
の
名
前
を
掲
げ
、
三
人
を
一
組
と
し

て
各
地
域
に
派
遣
す
べ
く
全
国
を
六
地
区
に
国
割
を
し
て
い

る
。 

ま
た
同
史
料
に
は
同
月
十
三
日
の
条
に
㈹
「
諸
国
巡
警
の
輩

暇
の
賜
物
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
彼
等
は
間
も
無
く
現
地

に
向
け
て
出
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
巡
視
期
間
は
九
州
地

区
巡
視
の
小
出
吉
親
、
能
勢
頼
隆
、
城
信
茂
が
翌
十
一
年
二
月

置
帰
着
㈲
し
て
い
る
か
ら
ま
る
一
力
年
問
に
も
及
ん
で
い
る
こ

三
六

と
が
知
れ
る
。
・

 
『
実
紀
』
に
は
引
用
さ
れ
て
い
な
い
が
前
掲
の
『
古
事
類

苑
』
に
は
、
派
遣
者
名
と
国
割
に
続
け
て
こ
の
時
彼
等
に
下
さ

れ
た
条
目
ω
を
の
せ
て
い
る
が
、
内
容
は
五
力
条
か
ら
な
る
諭

書
で
あ
る
。

 
以
上
寛
永
十
年
の
巡
見
使
に
つ
い
て
そ
の
概
略
を
記
し
た

が
、
こ
れ
が
史
料
の
上
に
確
認
し
得
る
最
初
の
諸
国
巡
見
使
で

あ
り
、
こ
の
派
遣
が
諸
大
名
に
対
し
て
予
告
無
し
の
突
然
の
も

の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
派
遣
さ
れ
る
前
年
の
十
二
月

朔
日
㈲
に
「
明
春
諸
国
へ
巡
察
の
御
使
を
下
さ
る
旨
を
諸
大
名

へ
ふ
れ
ら
る
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
れ
る
の
で
あ
る
。

 
家
光
代
の
諸
国
巡
見
使
は
こ
の
と
き
限
り
で
そ
の
後
は
四
代

家
島
代
の
寛
文
七
年
閏
二
月
と
五
代
綱
吉
代
の
延
宝
九
年
三
月

に
各
々
一
回
ず
つ
派
遣
さ
れ
、
特
に
綱
吉
の
と
き
は
所
謂
「
御

継
統
」
に
よ
る
こ
と
が
こ
の
派
遣
の
直
接
的
理
由
と
し
て
明
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
後
七
代
家
継
の
場
合
を
例
外
と
し
て

こ
れ
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
十
一
代
家
弟
の
天
保
九
年
二
月

ま
で
続
け
ら
れ
た
㈹
。

 
こ
う
し
た
諸
国
巡
見
使
の
推
移
を
更
に
内
容
面
か
ら
考
察
す
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第4号

る
と
時
の
経
過
と
と
も
に
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
る
こ
と
も
知

れ
る
。

 
初
発
の
寛
永
十
年
の
場
合
は
一
派
遣
地
区
三
人
一
組
の
正
使

は
一
万
石
以
上
の
大
名
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
こ
れ
に
使
番
と
書
院

番
か
小
姓
組
番
を
つ
け
て
編
成
さ
れ
た
が
、
次
の
家
綱
代
か
ら

は
使
番
と
書
院
番
、
小
姓
組
番
の
三
人
に
よ
っ
て
人
員
構
成
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
更
に
は
派
遣
地
の
大
名
、
領
主
、
代

官
に
対
し
て
も
こ
れ
を
迎
え
入
れ
る
際
の
諭
告
が
出
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
。

 
綱
吉
代
以
降
も
人
員
構
成
、
諭
告
等
前
代
の
仕
方
が
そ
の
ま

、
踏
襲
さ
れ
た
が
、
新
た
な
点
は
全
国
の
公
私
領
を
八
つ
に
国

割
し
た
こ
と
＼
、
将
軍
の
代
替
り
時
に
一
回
、
し
か
も
そ
れ
が

一
年
以
内
に
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
に
個
別
的
に
諸
国
巡
見
使
を
見
る
と
、
初
発
の
寛

永
代
の
そ
れ
は
制
度
的
に
不
備
な
面
を
多
分
に
も
っ
て
い
る
と

と
も
に
彼
等
が
ど
の
よ
う
な
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
か
、
こ
れ
を

知
ら
し
め
る
よ
う
な
史
料
も
今
日
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。 

し
か
し
派
遣
の
事
実
が
確
実
で
あ
る
以
上
、
そ
こ
に
何
等
か

の
目
的
と
結
果
が
あ
る
筈
で
あ
り
、
こ
れ
を
等
閑
に
附
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

 
そ
こ
で
、
立
面
代
の
第
二
回
派
遣
の
際
出
さ
れ
た
「
覚
ω
」

を
み
る
と
、
こ
れ
に
は
次
の
八
力
演
が
記
さ
れ
、
こ
れ
ら
が
各

巡
見
使
の
派
遣
地
で
の
調
査
要
点
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
知
れ

る
。 

 
 
 
 
 
国
宣
言
え
被
二
仰
渡
一
覚

 
一
、
御
料
私
領
共
に
町
在
々
所
々
、
仕
置
善
悪
可
レ
被
レ
承
無
事

 
一
、
き
り
し
た
ん
宗
門
之
仕
置
、
常
々
無
二
油
断
一
申
付
候
哉
、
井
盗

 
 
賊
等
之
仕
置
其
所
々
の
も
の
存
知
候
様
相
二
尋
三
一
、
様
子
可
レ

 
 
被
レ
承
僧
事

 
一
、
何
に
よ
ら
ず
、
近
年
運
上
に
成
、
其
所
々
諸
色
高
直
に
て
迷
惑

 
 
仕
儀
有
レ
之
哉
、
可
レ
被
レ
承
之
事

 
一
、
公
儀
御
仕
置
と
替
た
る
事
有
レ
之
哉
、
可
レ
被
レ
承
旧
事

 
一
、
買
置
い
た
し
、
し
め
売
薬
候
も
の
有
レ
之
哉
、
可
レ
被
レ
承
之
事

 
一
、
金
銀
米
銭
相
場
可
レ
被
レ
霜
雪
事

 
一
、
公
事
訴
訟
目
安
一
切
被
二
請
取
一
間
珍
事

 
一
、
高
札
之
写
不
レ
立
二
置
旧
一
所
は
、
向
後
立
二
置
三
一
、
文
字
不
レ

 
 
一
節
は
、
又
改
可
レ
立
二
置
之
一
旨
、
家
数
多
所
々
に
て
可
レ
被
二

 
 
申
渡
一
事

 
寛
文
七
年
に
は
右
の
巡
見
使
と
併
せ
て
西
国
．
の
各
浦
巡
見
使

を
派
遣
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
も
視
察
要
点
を
示
し
た
十
一
力

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
七
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巡見使の派遣をめぐって

条
か
ら
な
る
仰
せ
書
㈲
が
出
さ
れ
て
い
る
。

 
煩
雑
に
な
る
の
で
引
用
は
省
略
し
そ
の
要
点
を
こ
の
「
覚
」

と
比
較
す
る
と
、
両
者
に
共
通
の
箇
所
は
右
の
第
一
条
に
あ
る

諸
大
名
領
の
仕
置
の
可
否
、
第
二
条
の
キ
リ
シ
タ
ン
禁
教
の
実

態
と
盗
賊
仕
置
の
こ
と
、
第
七
条
の
公
事
訴
訟
目
安
の
禁
止
、

第
八
条
の
高
札
の
掲
示
、
以
上
四
つ
の
項
目
で
あ
る
。

 
第
三
回
目
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
は
前
述
の
如
く
延
宝
九
年

で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
調
査
要
領
は
第
二
回
目
の
場
合
と
伺

様
幕
府
関
係
の
史
料
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
か
っ
て
板
沢
武
雄

氏
が
遠
野
南
部
家
の
古
記
録
よ
り
こ
の
と
き
の
巡
見
使
の
視
察

要
点
を
記
し
た
貴
重
な
史
料
を
紹
介
さ
れ
働
、
最
近
は
多
仁
照

広
氏
に
よ
っ
て
同
じ
く
第
三
回
目
の
九
州
巡
見
使
が
書
き
記
し

た
巡
見
報
告
書
『
九
州
土
地
大
概
」
が
紹
介
さ
れ
た
の
で
、
こ

れ
ら
に
よ
っ
て
も
相
互
比
較
対
照
し
な
が
ら
検
討
し
て
み
た

い
。

 
先
ず
南
部
家
の
史
料
は
「
国
主
賢
愚
官
事
」
一
，
諸
役
邪
正
之

事
」
等
々
七
項
目
か
ら
な
る
調
査
要
領
を
掲
げ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
要
約
す
る
と
大
名
の
個
人
的
評
価
と
そ
の
民
政
、
農
政
の

得
失
を
記
し
た
部
分
と
、
 
「
海
防
手
当
望
事
」
即
ち
軍
備
に
関

三
八

す
る
観
察
と
が
そ
の
主
要
を
な
し
て
い
る
。

 
後
者
の
『
九
州
土
地
大
概
』
の
方
は
、
、
視
察
要
点
の
み
な
ら

ず
そ
の
評
価
基
準
と
結
果
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
も
の
で
、

紹
介
箇
所
は
原
本
の
一
部
門
あ
る
が
視
察
要
点
は
大
名
の
治
政

の
観
察
に
重
点
が
あ
り
、
殊
に
農
政
の
得
失
と
役
人
の
善
悪
が

そ
の
主
要
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
南
部
藩
の
場

合
と
同
一
で
あ
る
。

 
以
上
、
寛
文
七
年
と
延
宝
九
年
の
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
か
ら

そ
の
目
的
に
つ
い
て
み
た
が
、
こ
れ
ら
を
通
し
て
知
ら
れ
る
こ

と
は
巡
見
使
の
視
察
要
点
が
各
時
代
毎
に
各
々
特
色
を
も
っ
て

示
さ
れ
、
そ
で
に
巡
見
使
派
遣
の
目
的
と
幕
府
の
関
心
を
読
み

と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
 
｝
方
こ
れ
と
は
対
照
的
に
各
派
遣
の
。

視
察
項
目
中
不
可
欠
の
部
分
が
あ
る
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。

 
寛
文
七
年
の
第
一
条
に
あ
る
大
名
仕
置
の
可
否
が
そ
れ
で
あ

る
。 

第
三
条
の
運
上
、
物
価
高
の
問
題
、
或
は
第
五
条
の
買
置
と

占
売
の
有
無
等
の
こ
と
は
、
勿
論
当
時
に
お
け
る
全
国
的
な
流

通
経
済
の
展
開
に
当
っ
て
幕
府
が
こ
れ
ら
へ
の
対
策
を
講
ず
る

た
め
に
そ
の
実
態
調
査
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
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が
、
し
か
し
こ
れ
ら
を
も
っ
て
巡
見
使
派
遣
の
主
要
目
的
と
す

る
こ
と
は
こ
の
制
度
の
も
つ
そ
も
そ
も
の
意
義
を
見
失
わ
せ

る
こ
と
に
な
る
。

 
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
目
的
と
使
命
は
、
寛
文
年
間
よ
り
記
録

の
上
に
出
現
す
る
賄
方
諭
告
の
末
文
に
あ
る
o
o
「
国
主
・
領
主

・
御
代
官
」
の
治
政
の
視
察
に
あ
り
、
寛
永
十
年
の
第
一
回
派

遣
の
意
味
も
こ
の
認
識
の
上
に
立
っ
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

 
家
綱
が
寛
文
七
年
の
中
国
巡
見
使
帰
謁
の
際
「
各
国
政
蹟
、

土
風
の
善
悪
、
州
民
の
利
病
を
御
み
つ
か
ら
と
は
せ
給
ふ
」
と

い
う
記
事
や
㈹
、
六
代
家
宣
の
宝
永
七
年
の
第
四
回
派
遣
に
よ

る
そ
の
結
果
に
対
し
公
布
さ
れ
た
次
の
如
き
史
料
㈲
は
、
こ
の

制
度
が
半
ば
形
式
化
し
な
が
ら
も
そ
の
本
来
的
な
目
的
が
後
代

ま
で
維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

 
 
諸
道
巡
検
使
言
上
之
趣
に
断
て
、
国
郡
の
見
舞
悉
く

 
 
御
聴
二
達
る
処
二
、
御
料
私
領
の
間
其
善
政
特
に
著
れ
聞

 
 
ゆ
る
所
な
く
、
大
鳥
風
俗
衰
へ
、
政
事
煩
し
く
、
四
民
一

 
 
つ
に
困
窮
こ
お
よ
ふ
由
被
 
聞
召
、
御
憂
慮
無
告
か
ら
さ

 
 
る
所
也
、
錐
然
 
御
代
始
の
日
猶
近
く
、
且
は
 
思
召
御

旨
有
之
に
よ
り
て
、
い
ま
た
御
糺
問
の
事
あ
ら
ず
、
自
今
以

後
、
御
料
の
御
役
人
、
国
郡
の
諸
領
主
凡
大
小
の
政
事
自

分
権
…
る
所
な
く
、
四
民
各
其
生
を
遂
し
む
へ
し
、
若
他
日

に
至
り
て
、
旧
幣
猶
改
ま
る
事
な
き
に
お
み
て
は
、
厳
に

其
沙
汰
を
経
ら
る
へ
き
由
被
 
吊
出
者
也

註ω
 
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
」
第
三
十
九
巻
、
五
八

 
一
頁
）
。

②
 
 
『
大
寸
描
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
五
八

 
二
頁
）
。

③
 
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
六
二

 
五
頁
）
。

㈱
 
 
『
古
事
類
苑
』
政
治
部
三
、
三
七
〇
頁
。

⑤
 
『
大
境
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
五
七

 
五
頁
）
。

⑥
 
滝
沢
氏
、
馬
場
氏
、
前
掲
論
文
。

㈲
 
 
『
御
当
家
令
条
』
 
（
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
二
、
一
八
五

 
頁
）
。

⑧
 
 
「
御
当
家
歪
計
』
 
（
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
二
、
一
八
五

 
頁
）
。

㈲
 
板
沢
氏
、
前
掲
論
文
。

α①

@
多
仁
氏
、
前
掲
論
文
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三
九
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巡見使の派遣をめぐって

ω
 
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
六
七
五
頁
。

働
 
 
『
厳
有
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
四
十
一
巻
、

 
三
頁
）
。

⑯
 
 
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
六
七
九
頁
。

三
、
幕
政
と
の
関
連

六
二

 
寛
永
十
年
に
第
一
回
目
の
諸
国
巡
見
使
が
派
遣
さ
れ
、
そ

の
派
遣
の
目
的
が
諸
国
公
私
領
に
お
け
る
治
績
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
し
か
し
幕
府
が

何
故
こ
の
時
点
に
こ
の
よ
う
な
挙
行
に
出
た
か
、
と
い
う
問
題

が
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
。

 
関
連
史
料
を
散
見
す
る
と
如
上
の
全
国
公
私
領
へ
派
遣
さ
れ

た
巡
見
使
に
対
し
て
、
幕
府
の
直
轄
領
の
み
を
対
象
と
し
た
巡

見
使
も
お
り
、
前
者
は
普
通
諸
国
巡
見
使
と
言
わ
れ
て
い
る
の

に
対
し
、
後
者
は
派
遣
地
域
の
限
定
的
性
格
か
ら
公
領
巡
見
使

と
も
称
さ
る
べ
き
も
の
で
、
こ
れ
が
史
料
の
上
に
出
て
く
る
の

は
諸
国
巡
見
使
が
初
め
て
派
遣
さ
れ
た
寛
永
十
年
半
り
も
前
で

あ
る
。

 
『
実
紀
』
に
よ
る
と
慶
長
十
六
年
十
二
月
、
大
久
保
長
安
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
〇

越
後
、
甲
斐
、
武
蔵
三
王
国
の
幕
府
直
轄
地
を
巡
視
し
た
記

事
ω
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
彼
が
当
時
代
官
頭
を
勤
め
て
い
た
か

ら
言
わ
ば
公
務
に
よ
る
巡
見
と
し
て
も
、
同
十
八
年
六
月
に
は

久
永
源
兵
衛
重
勝
、
五
味
金
右
衛
門
豊
直
、
伊
丹
喜
之
助
康

勝
、
加
藤
市
六
正
勝
の
四
人
を
「
武
相
両
国
巡
視
」
に
遣
わ
し

 
へ
 
 
 
の
む

て
し
る
一

 
寛
永
年
間
に
入
る
と
同
七
年
、
曽
根
吉
次
が
東
国
を
巡
視
後

関
西
の
洪
水
の
地
を
巡
見
し
て
加
恩
に
よ
り
関
東
勘
定
頭
に
な

っ
て
い
る
が
㈲
、
同
九
年
七
月
、
つ
ま
り
諸
国
巡
見
使
初
発
の

前
年
に
は
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
大
規
模
な
公
領
巡
見
使
を
派

遣
し
て
い
る
の
で
、
先
ず
そ
の
実
態
か
ら
触
れ
る
こ
と
に
し
た

い
。 

此
年
の
七
月
廿
六
日
の
条
㈲
に
は
「
諸
国
巡
察
の
輩
暇
賜

ふ
」
と
の
み
記
し
、
以
下
上
方
と
関
東
と
に
派
遣
地
域
を
二
分

し
、
前
者
に
八
名
、
後
者
に
十
二
名
の
巡
見
書
名
と
地
位
を
あ

げ
て
い
る
。

 
こ
れ
が
そ
の
翌
年
派
遣
の
諸
国
巡
見
使
と
も
違
い
、
公
領
巡

見
使
た
る
所
以
は
、
寛
永
十
年
の
場
合
が
諸
国
を
六
つ
に
国
割

し
て
し
か
も
各
地
域
の
国
名
を
具
体
的
に
記
し
て
あ
る
の
に
対
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し
、
同
九
年
の
方
は
上
方
・
関
東
と
の
み
記
入
し
て
い
る
こ

と
、
こ
れ
は
後
述
の
如
く
こ
れ
以
後
派
遣
さ
れ
る
「
公
書
」
の

巡
見
使
が
上
方
と
関
東
に
分
け
て
記
さ
れ
、
幕
府
の
直
轄
領
の

行
政
地
域
区
分
が
三
河
を
中
心
と
し
て
東
西
に
二
分
さ
れ
て
い

る
㈲
な
ど
の
事
実
か
ら
し
て
寛
永
九
年
の
巡
見
使
は
幕
府
公
領

を
対
象
に
派
遣
さ
れ
た
も
の
と
み
て
間
違
い
な
い
。

 
と
こ
ろ
で
こ
の
時
の
人
員
構
成
を
み
る
と
、
寛
永
十
年
の
諸

国
巡
見
使
が
大
名
格
の
正
使
に
使
番
、
書
院
番
、
小
姓
組
番
か

ら
な
る
三
人
一
組
の
編
成
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
書

院
番
九
名
、
小
姓
組
番
三
名
、
代
官
氏
名
、
勘
定
組
頭
三
舎
の

計
二
十
名
か
ら
す
る
混
成
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
勘
定
組
頭
、

代
官
等
の
幕
府
勘
定
地
方
関
係
者
を
八
人
も
置
い
て
い
る
こ
と

は
諸
国
巡
見
使
の
場
合
と
も
っ
と
も
異
な
6
点
で
あ
る
。

 
更
に
こ
れ
以
外
の
書
院
番
・
小
姓
組
番
十
二
名
の
う
ち
武
藤

安
信
、
坪
井
永
重
、
糸
原
重
正
の
三
人
は
こ
の
直
後
に
勘
定
方

の
役
人
に
な
っ
て
い
る
㈲
か
ら
、
こ
の
と
き
の
公
領
巡
見
使
は

幕
府
勘
定
方
を
中
心
と
し
た
編
成
で
あ
り
、
こ
＼
に
史
料
の
上

で
は
確
認
さ
れ
得
な
い
派
遣
の
目
的
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。

 
幕
府
の
勘
定
地
方
機
構
が
整
備
さ
れ
各
職
名
が
確
立
す
る
の

は
寛
永
十
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
時
勘
定
頭
に

付
与
さ
れ
た
権
限
は
全
国
に
散
在
す
る
幕
府
直
轄
領
の
徴
税
権

と
関
東
公
私
領
の
裁
判
権
で
あ
っ
た
ω
。

 
ま
た
、
在
地
の
各
代
官
が
こ
の
勘
定
頭
の
指
揮
系
統
に
組
み

込
ま
れ
る
の
は
同
廿
一
年
か
ら
で
あ
る
が
㈹
、
前
述
の
如
く
同

七
年
に
曽
根
吉
次
は
関
東
勘
定
書
に
就
任
し
て
「
関
東
中
御
代

官
方
百
姓
等
御
用
訴
訟
」
を
取
扱
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
幕

府
勘
定
方
に
よ
る
在
地
支
配
が
公
領
巡
見
使
の
派
遣
を
通
じ
て

行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
周
知
の
よ
う
に
、
幕
府
は
元
和
二
年
に
口
受
・
近
永
等
の
本

年
貢
に
対
す
る
付
加
税
の
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
う
し
た

内
部
的
規
制
だ
け
で
億
幕
初
以
来
の
代
官
に
よ
る
恣
意
収
奪
の

習
性
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
㈲
。

 
幕
府
を
は
じ
め
各
領
主
が
自
ら
の
領
主
的
恣
意
を
農
民
に
強

要
す
る
限
り
代
官
の
不
正
を
絶
つ
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の

根
本
的
矛
盾
を
一
時
的
で
は
あ
っ
て
も
解
消
す
る
手
毅
と
し
て

外
部
的
な
権
力
的
規
制
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
具
体
的
な
顕
現

が
口
米
等
の
設
定
と
併
行
し
て
な
さ
れ
た
前
述
の
公
領
巡
見
使

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
一
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派
遣
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

 
時
代
は
す
こ
し
下
る
が
寛
文
十
年
正
月
、
公
領
巡
見
使
に
対

し
出
さ
れ
た
幕
府
の
法
令
㈹
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

 
一
、
当
年
為
二
関
東
旗
国
廻
一
可
レ
被
レ
遣
二
御
検
使
一
之
旨
、
去
年

 
 
被
二
野
出
一
詑
、
然
ば
御
代
官
所
之
儀
は
、
給
単
方
掟
二
成
候

 
 
条
、
諸
事
入
念
、
正
路
二
可
レ
被
二
申
付
一
事

 
一
、
御
代
官
方
私
曲
錐
レ
無
レ
之
、
手
代
之
輩
仕
置
一
二
お
み
て
は
、

 
 
越
度
二
可
レ
成
之
条
、
無
二
油
断
一
遂
二
吟
味
一
、
急
度
可
レ
被
二

 
 
申
付
一
事

 
一
、
近
年
御
蔵
入
御
所
務
令
二
減
少
一
、
百
姓
又
困
窮
い
た
し
た
る

 
 
様
二
取
沙
汰
有
レ
之
間
、
向
後
諸
事
入
念
、
百
姓
前
無
二
高
ド

 
 
下
一
様
二
胡
二
愈
議
一
、
追
々
百
姓
身
上
も
つ
の
り
、
御
所
務

 
 
上
り
顔
様
に
仕
置
可
レ
被
二
申
付
一
事

 
 
右
条
々
可
レ
被
レ
相
二
守
之
一
、
此
臣
従
二
御
勘
定
頭
注
之
逐
一
、
急

 
度
可
レ
被
レ
申
二
付
三
一
、
国
廻
り
之
面
々
見
分
之
上
、
三
儀
私
曲

 
 
有
レ
之
御
代
官
方
者
、
随
二
科
七
一
重
一
、
急
度
曲
事
可
レ
被
二
仰

 
 
付
一
望
也

 
寛
永
九
年
の
公
領
巡
見
使
の
派
遣
は
そ
れ
以
前
の
曽
根
吉
次

等
の
例
に
見
ら
れ
る
特
定
地
域
に
な
さ
れ
て
い
た
派
遣
目
的

を
、
幕
府
直
轄
領
の
全
域
に
対
し
て
施
行
し
た
言
わ
ば
そ
の
再

点
検
と
も
称
す
べ
き
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
．
こ
れ
が
後

の
巡
見
使
派
遣
に
及
ぼ
し
た
意
義
の
第
一
は
こ
れ
を
契
機
と
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
二

て
幕
府
は
こ
れ
以
後
も
定
期
的
に
公
領
巡
見
使
を
派
遣
す
る
よ

う
に
な
る
こ
と
、
ω
第
二
は
こ
れ
の
五
カ
月
後
に
前
述
の
諸
国

巡
見
使
の
派
遣
が
な
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

 
殊
に
こ
の
後
者
の
意
義
は
巡
見
使
の
制
度
史
上
重
要
で
あ
る

の
で
、
最
後
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。

 
周
知
の
よ
う
に
三
代
将
軍
家
光
が
就
職
し
た
の
は
元
和
九
年

で
あ
る
が
、
前
将
軍
の
父
秀
忠
は
未
だ
健
在
で
大
御
所
政
治
を

行
っ
た
か
ら
家
光
の
親
政
が
実
質
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
寛

永
九
年
正
月
秀
忠
が
残
し
た
以
後
で
あ
る
ω
。

 
即
ち
、
同
九
年
十
一
月
松
平
信
綱
を
小
姓
組
番
頭
か
ら
宿
老

並
、
奉
書
加
利
に
昇
格
せ
し
め
た
こ
と
を
手
始
め
と
し
て
、
同

年
十
二
月
に
は
水
野
守
信
以
下
四
人
を
惣
目
付
に
任
じ
て
宿
老

を
監
視
せ
し
め
る
な
ど
、
家
光
の
親
政
は
先
ず
幕
府
政
治
の
中

枢
権
力
を
自
己
の
側
近
勢
力
に
よ
っ
て
掌
握
す
る
こ
と
か
ら
開

始
さ
れ
た
が
、
同
様
の
動
き
は
大
名
統
制
の
面
に
お
い
て
も
寛

永
九
年
の
一
年
間
に
弟
徳
川
忠
長
を
筆
頭
に
七
名
の
大
名
を
改

易
し
、
転
封
も
七
件
を
数
え
る
な
ど
㈲
、
そ
の
始
動
は
幕
政
全

般
に
亘
っ
て
い
る
。

 
寛
永
九
年
の
こ
う
し
た
事
実
は
や
が
て
確
立
さ
れ
る
将
軍
を
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頂
点
と
し
た
幕
藩
領
国
体
制
と
の
関
連
を
も
つ
も
の
で
あ
り
、

前
述
の
両
巡
見
使
出
現
の
意
義
も
か
、
る
幕
政
の
動
向
と
切
り

離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。

 
諸
国
巡
見
使
派
遣
の
主
た
る
目
的
が
諸
大
名
の
治
政
の
視
察

に
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
徳
川
将
軍
を
し
て
諸
大
名

の
上
に
君
臨
す
る
政
治
体
制
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
武
家
諸

法
度
の
公
布
や
参
勤
交
代
の
励
行
と
併
行
し
て
こ
れ
を
監
察
せ

し
め
る
制
度
の
確
立
が
一
方
で
は
必
要
で
あ
る
。

 
国
目
付
や
巡
見
使
は
か
＼
る
点
に
そ
の
成
立
の
根
拠
を
も
っ

て
い
る
が
、
し
か
し
諸
国
巡
見
使
の
場
合
そ
の
初
発
の
直
接

の
契
機
と
な
っ
た
の
は
三
代
将
軍
家
光
の
親
政
開
始
で
あ
っ

た
。 

従
っ
て
、
こ
れ
以
後
の
諸
国
巡
見
使
の
問
題
を
考
え
る
場

合
、
こ
れ
の
派
遣
が
代
替
り
毎
、
 
一
年
以
内
に
な
さ
れ
る
と
い

う
表
面
的
な
理
由
だ
け
で
、
こ
れ
を
形
式
化
し
た
も
の
と
規
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

 
諸
国
巡
見
使
の
派
遣
に
は
最
初
か
ら
、
将
軍
が
全
国
の
統
治

者
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
の
意
志
表
示
的
な
側
面
が
あ
り
、
後

代
に
至
っ
て
こ
の
点
の
み
が
強
調
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
寧
ろ
初
発

時
と
の
質
的
な
相
違
が
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
四
十
九
年
九
月
稿
）

 
註

 
ω
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
五
七

 
 
一
頁
）
。

 
②
 
 
『
台
徳
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
八
巻
、
六
二

 
 
六
頁
）
。

 
③
 
 
『
大
猷
院
殿
御
実
紀
』
 
（
『
国
史
大
系
』
第
三
十
九
巻
、
五
〇

 
 
〇
頁
）
。

 
ω
 
 
『
大
全
院
殿
御
実
紀
」
 
（
『
国
史
大
系
」
第
三
十
九
巻
、
五
五

 
 
七
頁
）
。

 
⑤
 
寛
永
十
二
年
十
一
月
に
設
置
さ
れ
た
国
郡
奉
行
の
例
な
ど
が
あ

 
 
げ
ら
れ
る
。

 
㈲
 
 
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
四
、
十
九
。

 
ω
 
北
島
正
元
著
『
江
戸
幕
府
の
権
力
構
造
」
四
六
四
頁
。

 
㈲
 
 
『
御
当
家
令
条
」
 
（
『
近
世
法
制
史
料
叢
書
』
二
、
一
五
七

 
 
頁
）
。

 
㈲
 
拙
稿
「
寛
永
期
に
お
け
る
代
官
の
恣
意
抑
制
に
つ
い
て
」
 
（
『

 
 
徳
山
大
学
論
叢
』
第
三
号
）
。

 
α
①
 
『
古
事
類
苑
』
政
治
部
三
、
三
七
九
頁
。

 
q
D
 
例
え
ば
、
寛
永
十
二
年
九
月
の
畿
内
・
近
江
、
関
東
の
旧
穀
巡

 
 
察
、
同
十
三
年
七
月
晦
日
の
上
方
・
関
東
の
公
料
巡
見
等
あ
る
が
、

 
 
別
の
機
会
に
再
論
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
四
三
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四
四

⑬
北
原
章
男
「
家
光
政
権
の
確
立
を
め
ぐ
っ
て
」

 
制
』
一
所
収
）
。

㈱
 
藤
野
保
著
『
幕
藩
体
制
史
の
研
究
』
二
五
一
頁
。

（
『
幕
藩
体

巡見使の派遣をめぐって
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